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博
士
論
文
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旨
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日
本
の
経
済
発
展
と
金
融

寺
　
西
　
　
重

郎

（151）彙

　
本
論
文
は
わ
が
国
経
済
発
展
過
程
の
金
融
的
側
面
を
歴
史
・
現
状
の
両

面
か
ら
総
合
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
扱
わ
れ
る
期
間
は
、
ほ
ぼ
明
治
四
年
頃
か
ら
い
わ
ゆ
る
成
長
過
程
が
一

段
落
し
た
と
み
ら
れ
る
昭
和
四
〇
年
代
半
ぱ
で
あ
る
。

　
論
文
の
目
的
は
、
明
治
以
来
の
長
期
発
展
過
程
お
よ
ぴ
戦
後
高
度
成
長

期
経
済
の
現
状
の
双
方
を
貫
く
基
本
的
な
金
融
の
ロ
ジ
ツ
ク
を
析
出
し
、

そ
れ
に
基
い
て
歴
史
的
・
現
代
的
な
金
融
諸
現
象
に
統
一
的
解
釈
を
与
え

る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
論
文
の
基
本
的
な
分
析
視
角
は
、
資
本
蓄
積
過
程
、
金
融
構
造
お
よ

ぴ
金
融
制
度
の
三
要
因
の
相
互
関
連
性
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
金
融

構
造
と
は
部
門
別
・
期
間
別
の
資
金
需
給
で
あ
り
、
こ
れ
は
実
物
的
資
本

蓄
積
過
程
の
諸
相
を
反
映
す
る
。
金
融
制
度
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
範
晴
の
資

金
需
給
を
結
ぴ
つ
け
る
制
度
的
仕
組
で
あ
る
。
金
融
構
造
は
金
融
制
度
を

介
し
て
、
資
本
蓄
積
過
程
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
金
融
制
度
は
金
融
構
造
に

影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
金
融
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
る
。

ま
た
金
融
政
策
の
あ
り
方
は
金
融
制
度
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
金
融
構
造

一
に
対
し
て
も
影
響
を
及
ぽ
す
。

　
論
文
の
主
要
内
容
は
序
章
に
要
約
し
て
あ
り
、
ま
た
各
章
の
内
容
は
そ

れ
ぞ
れ
の
章
の
冒
頭
部
分
に
要
約
し
て
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
以
下
で
は
諸
章

間
の
関
連
性
を
補
足
的
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
報
皆
要
旨
に
か
え
る
こ

と
と
し
た
い
。

　
論
文
は
四
つ
の
バ
ー
ト
か
ら
な
る
。
ま
ず
第
一
部
は

　
　
序
章
金
融
と
経
済
発
展
の
長
期
過
程

で
あ
る
。
こ
の
章
は
上
記
の
一
般
的
分
析
視
角
に
依
拠
し
て
以
下
で
展
開

さ
れ
る
諸
ト
ピ
ヅ
ク
ス
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
部
は

　
　
第
一
章
明
治
期
に
お
け
る
銀
行
の
成
立
と
発
展

　
　
第
二
章
　
貨
幣
制
度
の
整
備
と
銀
行
制
度

　
　
第
三
章
明
治
の
経
済
発
展
と
金
融

か
ら
な
る
。
こ
の
三
章
は
明
治
期
経
済
に
か
か
わ
る
。
工
業
化
に
基
く
経

済
発
展
過
程
の
始
発
と
近
代
的
金
融
シ
ス
テ
ム
の
創
設
過
程
の
相
互
関
係

が
こ
の
バ
ー
ト
で
の
中
心
的
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
銀
行
制
度
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の
創
設
過
程
が
銀
行
政
策
、
設
立
主
体
、
設
立
動
機
等
に
関
し
て
分
析
さ

れ
る
。
第
二
章
は
そ
う
し
た
銀
行
の
成
立
発
展
過
程
を
よ
り
広
い
経
済
政

策
・
経
済
制
度
の
エ
ヴ
ォ
ル
ー
シ
冨
ン
の
過
程
の
中
に
位
置
づ
け
た
も
の

で
あ
る
。
第
三
章
は
明
治
経
済
に
お
け
る
実
物
的
資
本
蓄
積
過
程
と
金
融

構
造
の
関
連
性
を
総
含
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
部
は

　
　
第
四
章
　
農
工
間
費
金
移
動
の
分
析

　
　
第
五
章
　
一
九
〇
三
～
四
五
年
に
お
け
る
銀
行
業
産
業
組
織
の
変
動

　
　
第
六
章
　
銀
行
集
中
と
戦
間
期
経
済

か
ら
な
る
。
二
の
三
章
は
明
治
後
期
な
い
し
大
正
期
以
降
の
戦
前
期
経
済

に
か
か
わ
る
。
工
業
化
の
進
展
と
と
も
に
、
在
来
・
近
代
部
門
の
破
行
過

程
が
現
出
、
深
化
す
る
な
か
で
の
金
融
構
造
と
金
融
制
度
の
苦
渋
に
満
ち

た
相
互
関
連
過
程
が
分
析
の
主
対
象
で
あ
る
。
第
四
章
で
は
農
．
非
農
あ

る
い
は
広
義
の
在
来
、
近
代
両
部
門
の
二
部
門
的
発
展
過
程
と
金
融
構
造

と
の
関
連
の
中
心
的
テ
ー
マ
た
る
農
工
間
資
金
移
動
の
問
題
が
検
討
さ
れ

る
1
第
五
章
は
在
来
、
近
代
両
部
門
の
破
行
過
程
の
中
に
進
行
。
し
た
銀
行

等
の
集
中
過
程
を
産
業
組
織
論
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
六
章
は

こ
の
期
間
の
資
本
蓄
積
・
金
融
構
造
・
金
融
制
度
の
相
互
関
連
を
総
括
し

た
も
の
で
あ
り
、
二
重
構
造
問
題
の
深
化
に
象
徴
さ
れ
る
産
業
構
造
の
変

化
、
そ
れ
に
基
く
金
融
構
造
の
変
化
の
下
で
の
金
融
制
度
の
変
容
．
金
融

政
策
の
あ
り
方
が
諭
じ
ら
れ
る
。

　
第
四
部
は

　
　
第
七
章
戦
後
に
お
け
る
金
融
制
度
の
再
編
成

　
　
第
八
章
　
人
為
的
低
金
利
政
策
の
論
理
構
造

　
　
第
九
章
　
長
期
資
金
市
場
と
短
期
貸
出
市
場

　
　
第
十
章
　
人
為
的
低
金
利
政
策
の
下
で
の
金
融
政
策

か
ら
な
る
。
こ
の
四
章
は
戦
後
経
済
特
に
高
度
成
長
期
経
済
に
か
か
わ
っ

て
い
る
。
高
度
成
長
期
は
明
治
以
来
の
長
期
的
発
展
局
面
の
一
応
の
最
終

段
階
で
あ
る
と
と
も
に
、
第
二
次
大
戦
の
も
た
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
遺
産

に
強
く
規
定
さ
れ
た
局
面
で
も
あ
っ
た
。
第
七
章
で
は
戦
後
の
新
た
な
経

済
課
題
、
金
融
的
諸
条
件
の
下
で
な
さ
れ
た
金
融
制
度
の
再
編
成
過
程
を

論
じ
、
い
わ
ゆ
る
人
為
的
低
金
利
政
策
の
採
択
、
定
着
、
変
容
の
過
程
を

概
観
す
る
。
第
八
章
は
戦
後
発
展
過
程
の
金
融
面
で
の
中
心
戦
略
た
る
人

為
的
低
金
利
政
策
の
ロ
ジ
カ
ル
な
構
造
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
種

金
利
規
制
の
間
の
相
互
関
連
と
金
融
構
造
と
の
か
か
わ
り
、
シ
ス
テ
ム
の

安
定
性
を
保
証
し
た
経
済
主
体
間
の
利
害
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
存
在
等
が

指
摘
さ
れ
る
。
第
九
章
は
主
と
し
て
資
金
の
都
門
別
配
分
に
関
連
し
て
戦

後
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
金
融
構
造
と
金
融
制
度
の
関
連
性
を
論
じ
た

も
の
で
あ
り
、
長
期
資
金
市
場
に
お
け
る
信
用
割
当
と
銀
行
短
期
貸
出
市

場
と
の
相
互
依
存
関
係
が
分
析
さ
れ
る
。
第
十
章
は
戦
後
金
融
制
度
の
中

で
の
金
融
政
策
の
特
徴
的
な
機
能
方
式
を
分
析
し
、
政
策
の
あ
り
方
が
金

融
構
造
と
密
接
な
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（153）棄

〔
博
±
論
文
審
査
要
旨
〕

論
題
題
目
　
日
本
の
経
済
発
展
と
金
融

－

論
文
審
査
担
当
者

堀藤伊

内野東

正

昭政
義郎吉

　
本
論
文
は
、
明
治
以
来
の
目
本
の
経
済
発
展
過
程
と
現
状
を
踏
ま
え
、

基
本
的
な
金
融
の
ロ
ジ
ツ
ク
を
析
出
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
歴
史
的
・
現

代
的
な
金
融
諸
現
象
に
統
一
的
解
釈
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
歴
史
的
視
点
の
中
で
現
状
分
析
を
試
み
、
ま
た
実
物
的
要
因

と
貨
幣
的
要
因
の
相
互
関
連
を
重
視
し
て
分
析
を
展
開
し
、
日
本
経
済
の

現
実
に
根
を
お
ろ
し
た
金
融
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
著
者
の
目
的
と

す
る
－
．
一
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
本
書
の
構
成
は
、
次
の
よ
ヶ
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
序
章
金
融
と
経
済
発
展
の
長
期
過
程

　
　
第
一
章
明
治
期
に
お
け
な
銀
行
の
成
立
と
発
展

　
　
第
二
章
貨
幣
制
度
の
整
傭
と
銀
行
制
度

　
　
第
三
章
　
明
治
の
経
済
発
展
と
金
融
、

　
　
第
四
章
農
工
間
資
金
移
動
の
分
析

　
　
第
五
章
　
一
九
〇
二
－
四
五
年
に
お
け
る
銀
行
業
産
業
組
織
の
変
動

　
　
第
六
章
　
銀
行
集
中
と
戦
間
期
経
済

　
　
第
七
章
　
戦
後
に
お
け
る
金
融
制
度
の
再
編
成

　
　
第
八
章
　
人
為
的
低
金
利
政
策
の
論
理
構
造

　
　
第
九
章
　
長
期
資
金
市
場
と
短
期
貸
出
市
場

　
　
第
十
章
　
人
為
的
低
金
利
政
策
の
下
で
の
金
融
政
策
　
　
　
　
　
・

　
こ
れ
ら
の
諸
章
は
、
分
析
の
対
象
期
間
に
関
連
し
て
い
え
ぱ
、
明
治
期

を
取
扱
う
第
一
－
三
章
、
明
治
末
期
か
ち
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
検
討
し
た
第
四
－
六
章
、
お
よ
ぴ
第
二
次
犬
戦
後
を
取
扱
っ
た

第
七
－
十
章
の
三
つ
の
部
分
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ

の
分
析
内
容
に
即
し
て
い
う
な
ら
ぱ
、
銀
行
制
度
の
創
設
と
発
展
の
過
程

に
お
い
て
、
著
者
の
い
わ
ゆ
る
政
府
資
金
の
働
き
を
追
求
し
、
さ
ら
に
銀

行
制
度
が
産
業
活
動
に
与
え
た
影
響
、
銀
行
等
を
媒
介
と
す
る
産
業
間
、

特
に
農
工
間
の
資
金
移
動
を
分
析
す
る
第
一
－
四
章
、
明
治
末
期
か
ら
第

二
次
犬
戦
ま
で
の
期
閲
に
お
け
る
銀
行
業
の
産
業
組
織
論
的
検
討
を
行
う

第
五
－
六
章
、
そ
し
て
、
戦
後
日
本
の
金
融
市
場
を
特
徴
づ
け
て
い
る
低

金
利
政
策
の
分
析
を
行
う
第
七
－
十
章
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以

下
、
こ
れ
ら
三
つ
の
都
分
に
つ
き
、
審
査
報
告
を
行
う
。

　
　
　
　
　
二

　
第
一
の
部
分
に
お
い
て
、
著
者
は
、
特
に
政
府
が
銀
行
業
に
対
し
明
示

的
あ
る
い
は
陰
伏
的
に
与
え
た
信
用
供
与
－
著
者
は
こ
れ
を
「
政
府
資
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金
L
G
と
呼
ぷ
1
に
着
目
す
る
。
こ
の
政
府
賞
金
は
、
国
立
銀
行
券
流
通

高
、
政
府
預
金
お
よ
ぴ
（
一
八
八
二
年
以
降
）
日
本
銀
行
の
民
間
銀
行
に

対
す
る
貸
出
か
ら
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
銀
行
業
に
与
え
た
影

響
こ
そ
、
発
展
途
上
に
あ
っ
た
圓
本
の
金
融
機
構
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
規
定

す
る
も
っ
と
も
主
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
本
論
文
の

第
一
部
分
を
貫
く
主
題
で
あ
る
。

　
こ
の
主
題
に
関
し
て
、
著
者
は
第
一
章
で
二
つ
の
視
点
か
ら
分
析
を
進

め
て
い
る
。
第
一
の
視
点
は
、
政
府
資
金
G
が
明
治
期
の
銀
行
業
の
発
展
．

拡
大
に
単
純
か
つ
直
裁
的
な
効
果
を
及
ぼ
し
た
か
否
か
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
府
県
別
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
実
証
分
析
に

よ
る
極
め
て
興
味
深
い
接
近
が
図
ら
れ
る
。
そ
の
分
析
に
よ
る
と
、
政
府

資
金
G
の
役
割
は
確
か
に
重
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
決
し
て
直
載
的
な
も

の
と
い
え
な
い
。
著
者
は
、
た
と
え
ぱ
近
畿
府
型
府
県
と
呼
ぱ
れ
る
地
域

に
お
い
て
は
、
有
カ
な
国
立
銀
行
が
政
府
資
金
に
頼
る
こ
と
な
く
、
預
金

と
自
己
資
金
と
に
よ
っ
て
十
分
に
効
率
的
な
銀
行
経
営
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
主
張
を
説
得
力
を
も
っ
て
展
開
し
て
い
る
。

　
明
治
期
の
銀
行
制
度
の
発
展
に
お
け
る
政
府
資
金
の
役
割
に
関
す
る
第

二
の
視
点
は
、
政
府
資
金
の
変
化
と
銀
行
の
預
金
銀
行
化
の
進
展
と
の
関

係
で
あ
る
。
日
本
の
銀
行
の
資
金
調
達
手
段
と
し
て
の
預
金
供
給
は
、
一

八
八
○
年
代
の
半
ぱ
以
降
急
速
に
そ
の
重
要
性
を
高
め
、
い
わ
ゆ
る
預
金

銀
行
化
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
預
金
銀

行
化
の
進
展
が
政
策
当
局
に
よ
る
政
府
賢
金
供
給
の
削
滅
－
著
者
は
こ
れ

を
G
「
操
作
」
政
策
と
呼
ぷ
－
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
と
す
る
仮
説
を
主

張
し
、
そ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。
著
者
の
仮

説
を
簡
単
に
要
約
す
れ
ぱ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
政
策
当
周
に
よ
る
政
府

資
金
G
の
削
減
は
銀
行
を
し
て
代
替
的
な
資
金
調
達
手
段
へ
よ
り
多
く
依

存
す
る
誘
因
を
与
え
、
銀
行
に
よ
る
預
金
供
給
関
数
を
よ
り
拡
張
的
に
シ

フ
ト
さ
せ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
時
期
に
は
、
預
金
金
利
に
対

す
る
実
効
的
な
規
制
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
預
金
供
給

の
扱
大
が
預
金
金
利
の
上
昇
と
預
金
量
の
増
大
と
を
も
た
ら
し
た
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
著
者
の
分
析
の
進
め
方
は
極
め
て
丁
寧
で
あ
り
、
H
o
巨
自

流
の
資
産
市
場
に
関
す
る
一
般
均
衡
分
析
の
援
用
は
極
め
て
興
味
深
い
も

の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
国
立
銀
行
か
ら
普
通
銀
行
・
貯
蓄
銀
行
へ
の
切

換
え
と
い
う
制
度
的
変
更
が
、
預
金
量
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
一
因
で
あ

る
と
し
て
も
、
預
金
の
需
要
側
の
変
化
に
も
、
立
入
っ
て
検
討
が
行
わ
れ

る
ぺ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
章
は
、
主
と
し
て
明
治
期
に
お
け
る
貨
幣
制
度
の
変
遷
を
、
第
一

章
で
強
調
さ
れ
た
「
G
操
作
」
政
策
と
の
関
連
で
検
討
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
明
治
期
の
銀
行
業
の
実
態
を
基
本
的
に
規
定
し
た
政
府
資
金
供
給
の

推
移
を
、
政
府
紙
幣
お
よ
ぴ
国
立
銀
行
券
の
供
給
額
の
変
化
に
よ
う
て
理

解
し
よ
う
と
い
う
の
が
こ
の
章
の
最
大
の
狙
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ

れ
ら
紙
幣
な
い
し
銀
行
券
の
整
理
に
関
す
る
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
が
本
章
の
中

心
と
な
る
。
著
者
の
こ
の
章
に
お
け
る
叙
述
は
極
め
て
適
切
で
あ
り
、
特

に
一
八
七
〇
年
代
の
貿
易
収
支
の
動
向
と
国
内
の
通
貨
情
勢
と
の
か
か
わ

り
に
関
す
る
考
察
は
高
く
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
通
貨
制
度
の
整
備
と
の
関
連
で
、
著
者
は
い
わ
ゆ
る
松
方
デ

フ
レ
（
一
八
八
二
－
八
五
年
）
を
マ
ク
ロ
経
済
的
に
分
析
し
、
松
方
デ
フ

レ
に
関
す
る
従
来
の
視
点
を
修
正
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
著
者
が
も
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っ
と
も
強
調
す
る
点
は
、
マ
ク
ロ
諸
変
数
の
動
向
か
ら
判
断
し
て
、
松
方

デ
フ
レ
は
一
八
八
O
年
頃
か
ら
坐
じ
た
内
在
的
景
気
変
動
の
渦
中
に
生
じ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
著
者
の
考
え
で
は
、
こ
の
よ
う
な
内
在
的
景
気
変

動
を
も
考
慮
す
る
と
、
松
方
自
体
の
施
策
に
よ
る
デ
フ
レ
効
果
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
ま
た
、
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
紙
幣
お
よ
ぴ
銀
行
券
の
整
理
に
基
づ

く
政
府
資
金
G
の
供
給
削
滅
は
、
著
者
の
考
え
で
は
、
銀
行
の
預
金
銀
行

化
を
進
め
る
重
要
な
醐
因
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
預
金
銀
行
化

の
進
展
が
同
時
に
特
殊
銀
行
創
設
の
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
興
味
深
い
図

式
も
こ
の
章
で
主
張
さ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ぱ
、
銀
行
の
預
金
銀
行

化
は
、
そ
の
預
金
債
務
が
短
期
の
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
必
然
的
に
い

か
に
安
定
的
に
長
期
資
金
を
供
給
す
る
か
と
い
う
差
し
せ
ま
っ
た
問
題
を

招
来
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
な
り
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
と
は
い
え
、

長
期
賞
金
供
給
機
関
と
し
て
の
特
殊
銀
行
の
創
設
が
一
八
九
〇
年
代
の
後

半
に
積
極
的
に
推
し
進
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
経
済
的
背
景
に
よ

る
と
い
ヶ
わ
け
で
あ
る
。

　
第
三
章
は
、
明
治
期
に
お
け
る
日
本
の
経
済
発
展
と
金
融
制
度
の
発
展

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
、

ま
ず
い
く
つ
か
の
マ
ク
ロ
的
時
系
列
デ
ー
タ
、
お
よ
ぴ
府
県
別
ク
ロ
ス
・

セ
ク
シ
目
ン
・
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
日
本
の
銀
行
制
度
が
金
般
的
な
産
業

発
展
に
「
先
行
し
て
」
「
上
か
ら
」
移
殖
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
仮

説
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ぱ
、
も
し
上
記
の
仮
説
が
正
し

い
と
す
れ
ぱ
、
銀
行
は
、
経
済
発
展
の
初
期
の
段
階
に
あ
っ
て
「
資
金
的

お
よ
ぴ
実
物
的
な
過
剰
能
カ
」
を
保
有
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点

を
デ
ー
タ
に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
立
銀
行
の
一
部
は
明

ら
か
に
過
剰
能
カ
を
も
っ
て
い
た
が
、
他
方
で
、
多
く
の
銀
行
は
そ
の
よ

う
な
過
剰
能
カ
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
在
来
産
業
の
活
動
等
と
密
接

に
関
連
し
合
っ
て
発
達
し
た
と
い
う
判
断
が
暫
定
的
に
導
き
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
著
者
が
取
上
げ
て
い
る
仮
説
自
体
、
極
め
て
複
雑
な
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
を
直
接
的
に
検
証
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
著
者

自
身
も
認
め
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
分
析
は
そ
う
し
た
困
難
な
課
題
に
対

す
る
一
つ
の
出
発
点
と
目
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
著
者
は
経
済
発
展
に
伴
う
資
金
供
給
の
源
泉
に
分
析
の
焦
点
を

合
わ
せ
る
。
著
者
は
、
多
く
の
統
計
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
、
明
治
期
の

経
済
発
展
を
支
え
た
重
要
な
資
金
供
給
者
と
し
て
商
工
業
者
の
重
要
性
を

強
調
す
る
。
ま
ず
明
治
後
期
以
前
の
期
間
に
あ
っ
て
は
、
恐
ら
く
は
一
九

世
紀
の
二
〇
年
代
頃
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
商
工
業
者
の
蓄
積
資
金
（
お

よ
ぴ
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
大
地
主
、
華
族
の
蓄
稜
資
金
）
の
重

要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
ブ
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
商
工
業
者
お
よ
ぴ

地
主
は
、
民
間
銀
行
と
最
終
的
な
資
金
の
借
手
と
を
結
ぴ
つ
け
る
一
種
の

仲
介
者
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
が
、
重
複
金
融
仲
介
と
い

う
概
念
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
以
降
の

資
金
源
泉
の
変
化
が
検
討
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の

時
期
に
は
、
そ
れ
以
前
の
蓄
稜
賞
金
を
主
と
し
た
資
金
供
給
の
バ
タ
ー
ン

か
ら
、
経
常
貯
蓄
を
主
と
す
る
パ
タ
ー
ン
ヘ
の
転
換
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
パ
タ
ー
ン
は
銀
行
の
預
金
銀
行
化
の

進
展
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
章
の
著

者
の
論
点
を
、
多
少
角
度
を
変
え
て
な
が
め
る
と
、
明
治
期
の
経
済
発
展
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を
資
金
的
に
支
え
る
上
で
農
業
者
の
果
し
た
役
割
は
小
さ
い
も
の
に
す
ぎ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
が
さ
ら
に
詳
し
く
次
の
第
四

章
に
お
い
て
分
析
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
期
以
降
の
日
本
経
済
の
発
展
は
、
い
か
な
る
資
金
源
泉
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
た
か
は
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
第
四
章
に
お
い
て
は
、

著
者
は
農
業
部
門
と
の
間
の
資
金
流
出
入
の
推
移
を
丹
念
に
調
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
長
期
的
経
済

発
展
（
と
り
わ
け
工
業
化
）
に
ど
の
程
度
農
業
余
剰
資
金
が
貢
献
し
た
か

を
考
察
し
て
い
る
。
著
者
は
独
自
に
推
計
し
た
農
家
の
資
金
余
剰
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
分
析
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
主
な
点
は
、
農
家
貯
蓄
（
可
処
分
所
得
マ
イ
ナ
ス
消
費
）
の

純
流
出
入
は
相
対
的
に
小
さ
い
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
景
気
循
環
（
特
に

設
備
投
資
循
環
）
に
非
常
に
良
く
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

著
者
は
既
に
第
三
章
以
前
に
お
い
て
、
明
治
期
の
経
済
発
展
が
商
工
業
者

の
蓄
積
資
金
に
負
う
と
こ
ろ
極
め
て
大
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た

が
、
こ
の
第
四
章
に
お
い
て
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
、
日
本
の
工

業
化
を
資
金
の
側
面
で
支
え
た
の
は
農
業
部
門
で
は
な
く
、
商
工
業
部
門

の
内
都
蓄
稜
で
あ
っ
た
と
い
う
注
目
す
べ
き
緒
果
を
導
き
出
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
著
者
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
農
業
部
門
が

負
担
し
た
租
税
は
、
特
に
第
一
次
犬
戦
前
の
時
期
に
は
決
し
て
無
視
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
租
税
が
政
府
部
門
へ
の
資
金
供
給
の
一
つ
の
重

要
な
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
農
業
部
門
か
ら
政
府
都
門
へ

の
資
金
の
流
れ
が
、
こ
の
時
期
の
工
業
化
に
果
し
た
役
割
に
関
す
る
箸
者

の
分
枝
は
や
や
手
薄
の
感
を
与
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
さ
ら
に
詳
し

い
検
討
は
、
著
者
が
そ
の
重
要
性
を
強
調
す
る
商
工
業
都
門
の
内
都
蓄
積

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
過
程
を
通
じ
て
進
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
の
実
証
分
析
と
合
わ
せ
て
、
今
後
に
残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
と
い

う
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
の
部
分
で
あ
る
第
五
章
と
第
六
章
は
、
戦
前
期
に
お
け
る
銀
行
業

産
業
組
織
の
変
動
と
銀
行
集
中
の
関
係
を
取
上
げ
た
も
の
で
あ
又
両
章

は
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
戦
前
期
に
お
け
る
銀
行
業
は
、
一
九
〇
一
年
の
恐
慌
を
境
に
そ
の
集
中

過
程
に
入
っ
た
。
普
通
・
貯
蓄
銀
行
数
は
一
九
〇
一
年
に
そ
の
ビ
ー
ク

ニ
、
三
四
四
行
に
達
し
た
後
、
相
次
ぐ
破
綻
と
合
同
の
過
程
を
経
て
一
九

四
五
年
に
わ
ず
か
六
五
行
と
な
っ
た
。
こ
の
間
五
大
銀
行
の
シ
ェ
ア
は
増

加
し
続
け
、
全
普
通
・
貯
蓄
銀
行
の
貸
出
・
有
価
証
券
投
資
に
し
め
る
シ

ェ
ア
は
、
一
九
〇
〇
年
の
二
一
、
○
％
か
ら
一
九
四
五
年
の
四
四
・
五
％
に

上
昇
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
銀
行
業
の
集
中
過
程
を
著
者
は
ま
ず
銀
行
業
に
お
け
る
産

業
組
織
的
変
動
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
基
本
的
要
因
を
、
産
業
構
造
の
長

期
的
変
化
と
、
そ
れ
に
対
比
し
て
の
発
展
資
金
の
源
泉
の
あ
り
方
に
見
出

し
て
い
る
。
産
業
構
造
の
長
期
的
変
化
と
し
て
は
、
農
業
を
基
盤
と
す
る

在
来
産
業
の
衰
退
と
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
鉱
工
業
等
近
代
産
業
部
門
の

台
頭
が
挙
げ
ら
れ
、
特
に
第
一
次
大
戦
以
降
の
重
化
学
工
業
の
新
興
が
重

視
さ
れ
る
。
他
方
発
展
資
金
の
源
泉
は
、
か
つ
て
の
商
人
・
地
主
の
蓄
積

資
金
か
ら
一
般
家
計
の
経
常
貯
蓄
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
一
般
家

計
の
資
産
蓄
稜
水
準
は
低
く
、
有
価
証
券
市
場
の
発
達
も
十
分
で
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
銀
行
は
預
金
形
態
で
吸
収
し
た
経
常
貯
蓄
に
よ
っ
て
長
期
資
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金
を
産
業
に
供
給
す
る
と
い
う
産
業
銀
行
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
個
別
銀
行
と
個
別
企
業
な
い
し
地
域
の
特
定
産
業
と

の
間
に
固
定
的
な
取
引
関
係
が
成
立
し
、
銀
行
業
産
業
組
織
は
産
業
構
造

の
変
化
に
応
じ
て
変
動
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　
銀
行
業
産
業
組
織
は
、
産
業
構
造
の
変
化
に
加
え
て
、
産
業
組
織
の
内

部
的
要
因
に
よ
っ
て
も
変
動
す
る
。
著
者
が
そ
の
内
部
的
要
因
の
う
ち
銀

行
集
中
過
程
の
基
本
的
方
向
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
重
視
す
る
の
が
、

銀
行
破
綻
時
に
お
け
る
預
金
者
の
危
険
回
避
の
た
め
の
預
金
シ
フ
ト
行
動

の
あ
り
方
と
、
個
別
銀
行
の
経
営
拡
張
戦
賂
と
し
て
の
合
併
の
あ
り
方
で

あ
る
。
さ
ら
に
政
府
の
銀
行
政
策
の
あ
り
方
も
集
中
過
程
の
促
進
要
因
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
は
こ
れ
ら
の
藷
要
因
が
、
銀
行
業
の
産
薬
組
織
変
動
を
通
じ
て
、

そ
の
集
中
過
程
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
歴
史
的
に
分
析
し
た

も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
一
九
〇
二
－
四
五
年
を
、
第
一
期
一
九
〇
二
－

一
九
年
、
第
二
期
一
九
二
〇
⊥
二
二
年
、
第
三
期
一
九
三
三
－
四
五
年
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
の
銀
行
集
中
過
程
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
描
き

分
け
て
い
る
。

　
第
一
期
一
九
〇
二
－
一
九
年
。
普
通
・
貯
蓄
銀
行
数
は
一
九
〇
二
年
の

二
、
三
三
四
行
か
ら
一
九
一
九
年
の
二
、
O
〇
一
行
へ
と
減
少
し
、
そ
の
減

少
率
は
一
四
．
三
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
銀
行
集
中
過
程
が
ゆ

る
や
か
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
著
者
は
産
業
構
造
面
で
の
不
均
衡
が
ま

だ
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
銀
行
政
策
を
通
し
て
の
政
府
介
入

が
ま
だ
ゆ
る
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
、
。

　
第
二
期
一
九
二
〇
⊥
二
二
年
。
普
通
・
貯
蓄
銀
行
数
は
一
九
二
〇
年
の

二
、
○
〇
一
行
か
ら
一
九
三
二
年
の
六
二
五
行
へ
と
減
少
し
、
そ
の
減
少

率
は
六
八
・
八
％
に
達
し
た
。
著
者
は
こ
の
急
激
な
集
中
を
生
ぜ
し
め
た

主
要
な
要
因
と
し
て
、
慢
性
的
不
況
に
基
づ
く
産
業
構
造
面
で
の
不
均
衡

の
顕
在
化
と
、
政
府
に
よ
る
小
銀
行
の
切
捨
て
な
い
し
強
制
的
合
同
政
策

を
指
摘
す
る
。

　
第
三
期
一
九
三
三
－
四
五
年
。
普
通
・
貯
蓄
銀
行
数
は
一
九
三
三
年
の

六
二
五
行
か
ら
一
九
四
五
年
の
六
五
行
へ
と
減
少
し
、
そ
の
減
少
率
は
八

九
．
六
％
に
達
し
た
。
前
期
を
越
え
る
こ
の
急
激
な
築
中
過
程
を
説
明
す

る
要
因
と
し
て
、
著
者
が
も
っ
と
も
強
調
す
る
も
の
は
、
政
府
の
合
同
勧

奨
政
策
で
あ
る
。
戦
時
経
済
の
進
展
と
と
も
に
低
金
利
政
策
を
遂
行
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
預
金
コ
ス
ト
の
低
下
が
必
要
と
さ
れ
、
効

率
化
行
政
と
し
て
の
合
同
運
動
が
強
行
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

金
融
統
制
が
地
方
銀
行
の
経
営
基
盤
を
お
ぴ
や
か
し
、
そ
れ
が
合
同
を
促

進
す
る
背
最
に
な
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
著
者
は
上
記
の
銀
行
集
中
の
歴
史
的
経
過
を
豊
當
な
統
計
資
料
を
駆
使

し
て
論
証
し
て
い
る
ば
・
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
銀
行
業
産
業

組
織
の
変
動
の
特
色
を
、
預
金
・
白
己
資
本
比
率
、
預
貸
率
、
経
費
・
預

金
比
率
の
規
模
分
布
の
推
移
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

　
第
六
章
は
両
大
戦
間
に
お
け
る
銀
行
集
中
過
程
を
第
五
章
で
取
上
げ
た

産
業
組
織
変
動
要
因
と
関
連
づ
け
て
、
一
層
掘
り
下
げ
て
分
析
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
特
徴
的
な
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
だ
け
を
述
べ

る
o　

銀
行
築
中
に
関
す
る
通
説
に
よ
れ
ぱ
、
破
綻
の
予
想
さ
れ
る
銀
行
を
逃
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避
し
た
預
金
は
雑
市
銀
什
に
流
入
し
、
そ
れ
が
銀
行
の
破
綻
と
集
中
を
加

速
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
著
者
は
定
期
性
預
貯
金
需
要

関
数
を
計
測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
銀
行
破
綻
を
予
想
さ
せ
る
地
方
銀
行

か
ら
引
き
出
さ
れ
た
預
金
は
、
都
市
銀
行
に
流
入
す
る
部
分
（
三
六
％
）

よ
り
も
、
は
る
か
に
大
き
い
部
分
（
六
四
％
）
が
郵
便
貯
金
に
よ
っ
て
吸

収
さ
れ
た
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
銀
行
の
経
営
拡
張
戦
略
と
し
て
の
合
併
運
助
に
関
し
て
は
、
五
大

銀
行
を
中
心
と
す
る
大
銀
行
は
、
集
中
過
程
に
関
し
て
中
立
的
で
あ
り
、

合
併
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
と
、
集
中
過
程
は
も
っ
ぱ
ら
地
方
銀
行

あ
る
い
は
中
小
規
模
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
内
部
に
お
い
て
生
じ
た
こ
と
を
論

証
し
て
い
る
。
著
者
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
金
融
の
二
重
構
造
の
た
め
に
、

大
銀
行
群
と
中
小
銀
行
群
と
の
間
に
は
市
場
行
動
方
式
に
大
き
な
格
差
が

あ
り
、
集
中
過
程
に
お
い
て
両
グ
ル
ー
プ
は
相
互
に
独
立
的
で
あ
っ
た
と

い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
第
三
の
部
分
に
入
っ
て
、
著
者
は
、
ま
ず
、
第
七
章
に
お
い
て
、
戦
後

の
混
乱
期
を
経
て
、
一
九
五
〇
年
頃
か
ら
一
九
五
五
年
に
か
け
て
行
わ
れ

た
金
融
制
度
再
編
成
過
程
を
、
当
時
の
金
融
条
件
の
変
化
を
踏
ま
え
、
経

済
課
題
と
関
連
づ
け
て
分
析
す
る
。

　
一
九
五
〇
年
当
時
の
経
済
課
題
は
、
輸
出
の
振
興
、
重
化
学
工
業
の
再

建
強
化
に
よ
る
経
済
的
白
立
の
達
成
と
、
深
化
す
る
二
重
構
造
現
象
に
み

ら
れ
る
雇
用
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
済
課
題
を
達
成

す
る
た
め
に
、
戦
後
の
金
融
制
度
は
、
期
間
別
、
部
門
別
の
資
金
需
要
を

調
整
す
る
役
割
を
担
う
べ
く
再
編
成
さ
れ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
の
編

成
の
三
本
の
柱
は
、
H
長
期
信
用
銀
行
法
を
中
心
と
す
る
民
間
長
期
資
金

供
給
シ
ス
テ
ム
、
⇔
農
業
協
同
組
合
法
、
栂
互
銀
行
法
、
信
用
金
庫
法
を

中
心
と
す
る
中
小
企
業
・
農
林
水
産
関
係
の
民
間
金
融
機
関
の
シ
ス
テ
ム
、

目
各
種
政
府
金
融
機
関
の
設
立
を
中
心
と
す
る
政
府
金
融
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
こ
れ
を
経
済
課
題
と
関
連
づ
け
れ
ぱ
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ま
ず
経
済
的
自
立
の
達
成
、
産
業
合
理
化
と
輸
出
の
振
興
と
い
う
課
題

に
対
し
て
は
、
長
期
信
用
銀
行
を
中
心
と
す
る
民
間
長
期
金
融
機
関
お
よ

ぴ
民
間
外
国
為
替
銀
行
を
あ
て
、
こ
れ
を
開
銀
、
輸
出
入
銀
行
と
い
っ
た

政
府
金
融
機
関
が
補
完
す
る
。
次
に
失
業
の
解
消
、
二
重
構
造
問
題
へ
の

対
処
と
し
て
は
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
と
い
っ
た
民
間
金
融
機
関
お
よ

ぴ
農
林
系
統
金
融
機
関
を
あ
て
、
こ
れ
を
ま
た
中
小
企
業
金
融
公
庫
お
よ

ぴ
農
林
漁
業
金
融
公
庫
等
の
政
府
金
融
機
関
で
補
完
す
る
。

　
し
か
し
金
融
組
織
の
新
設
、
改
組
の
み
で
は
経
済
課
題
に
十
分
対
応
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
金
融
資
産
蓄
積
水
準
の
低
位
と
費
金
供
給
の
短
期

性
と
い
う
金
融
的
制
約
条
件
の
下
で
は
低
金
利
政
策
が
必
要
と
さ
れ
、
人

為
的
低
金
利
政
策
が
次
第
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
著
者
は
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
人
為
的
低
金
利
政
策
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
定
潜
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
第
八
章
以
下
第
十
章
に
至
る
三
章
は
、
戦
後
日
本
の
資
金
市
場

が
、
人
為
的
低
金
利
政
策
を
根
幹
と
し
て
形
成
さ
れ
、
か
つ
ワ
ー
ク
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
論
文
全
体
に
お
け

る
一
つ
の
大
き
な
研
究
成
果
で
あ
る
。

　
第
八
章
で
は
、
長
期
資
金
市
場
（
特
に
公
社
債
市
場
お
よ
ぴ
政
府
金
融

貸
出
市
場
）
、
日
銀
貸
出
（
信
用
）
市
場
、
預
貯
金
市
場
が
低
金
利
の
規

制
市
場
で
あ
り
、
長
期
費
金
に
つ
い
て
流
通
利
回
り
を
下
廻
る
応
募
者
利
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回
り
で
公
社
償
・
金
融
債
を
市
中
銀
行
に
割
当
て
た
が
ゆ
え
に
、
市
中
銀

行
、
特
に
都
市
銀
行
に
対
し
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
を
下
廻
る
公
定
歩
合
で
目

銀
信
用
を
貸
出
し
、
さ
ら
に
、
預
貯
金
に
つ
い
て
低
利
規
制
を
行
っ
た
と

い
う
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
資
金
運
用
部
・
郵
便
貯
金
特
別
会

計
・
政
府
金
融
機
関
が
受
取
る
べ
き
利
鞠
を
全
く
受
け
て
い
な
い
こ
と
、

低
利
で
公
社
償
を
割
当
て
ら
れ
た
市
中
銀
行
は
低
利
の
目
銀
貸
出
を
受
け

た
こ
と
等
は
、
事
実
上
の
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
の
支
給
で
あ
る
こ
と

と
そ
の
大
き
さ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
低
金
利
政
策
の
遂
行
過
程
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
も
の

と
し
て
、
都
市
銀
行
と
そ
の
他
中
小
金
融
機
関
と
の
間
の
資
金
偏
在
現
象

と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
著
者
は
、
大
蔵
省
の
各
種

金
融
機
関
に
対
す
る
店
舗
行
政
お
よ
ぴ
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
に
つ
い
て

の
専
門
化
規
制
の
相
違
が
、
都
銀
は
短
期
資
金
、
特
に
コ
ー
ル
市
場
で
恒

常
的
に
取
手
と
な
り
、
そ
の
他
の
金
融
機
関
が
恒
常
的
な
出
手
と
な
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
銀
行
に
つ
い
て
は
そ
の

店
舗
数
の
増
大
が
押
え
ら
れ
、
そ
の
他
金
融
機
関
、
特
に
相
互
銀
行
、
信

用
金
庫
等
の
店
舗
数
の
拡
犬
が
認
め
ら
れ
、
預
金
は
後
者
に
集
中
し
た
。

し
か
る
に
、
都
銀
は
、
資
金
運
用
面
で
規
制
が
な
い
の
に
、
そ
の
他
の
金

融
様
関
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
お
か
れ
、
そ
の
た
め
、
預
金
量

と
貸
出
需
要
量
と
の
間
に
、
都
銀
で
は
預
金
量
が
相
対
的
に
小
さ
く
、
そ

の
他
の
金
融
機
関
で
は
貸
出
需
要
量
が
相
対
的
に
小
さ
い
と
い
う
事
憎
が

発
生
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
第
八
章
の
分
析
は
、
戦
後
の
資
金
市

場
を
と
ら
え
る
視
点
と
し
て
、
極
め
て
有
効
で
あ
り
、
そ
の
分
析
の
質
を

高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
九
章
は
、
戦
後
の
高
成
長
期
に
お
け
る
資
金
配
分
機
構
を
銀
行
貸
出

市
場
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を
巾
心
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
長
期

資
金
の
規
制
市
場
と
短
期
の
銀
行
貸
出
資
金
の
自
由
市
場
と
の
関
連
を
分

析
す
る
。
こ
こ
で
の
基
本
的
仮
説
は
、
戦
後
日
本
の
産
業
間
・
規
模
別
企

業
間
の
資
金
配
分
を
、
長
期
資
金
市
場
に
お
け
る
規
制
に
基
づ
く
不
均
衡

と
信
用
割
当
の
ス
ピ
ル
・
オ
ー
バ
ー
効
果
と
い
う
視
点
か
ら
理
解
し
ょ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
著
者
の
想
定
す
る
短
期
貸
出
市
場
の
基
本
的
性
格
は
、
銀

行
と
大
企
業
と
の
間
で
は
双
方
独
上
］
的
で
あ
り
、
し
か
も
犬
企
業
が
需
要

独
占
者
と
し
て
行
動
し
、
銀
行
と
小
企
業
と
の
間
で
は
銀
行
が
不
完
全
競

争
市
揚
に
お
け
る
価
格
（
利
子
率
）
設
定
者
と
し
て
行
動
し
、
小
企
業
が

銀
行
の
定
め
た
利
子
率
の
下
で
貸
出
需
要
量
を
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
銀
行
と
大
企
業
と
の
貸
出
市
場
に
お
け
る
関
係
を
以
上
の
よ
う
に

考
え
る
の
は
、
銀
行
貸
出
市
場
は
典
型
的
な
粕
対
取
引
市
場
で
あ
り
、
そ

し
て
、
大
企
業
は
長
期
資
金
へ
の
ア
ク
セ
シ
ピ
リ
テ
ィ
を
も
つ
が
ゆ
え
に

短
期
資
金
市
場
で
競
争
上
優
位
に
立
つ
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
小

企
業
は
、
そ
の
長
期
賞
金
へ
の
ア
ク
セ
シ
ピ
リ
テ
ィ
が
弱
い
た
め
に
上
述

の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
目
ン
に
立
つ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え

方
は
、
銀
行
資
金
市
場
の
分
析
に
つ
い
て
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
見
方
で
あ

り
、
戦
後
回
本
の
銀
行
資
金
市
場
の
分
析
を
、
低
金
利
政
策
と
結
ぴ
つ
け

た
分
析
と
し
て
、
そ
れ
な
り
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
相
対
取
引
と
い
う
こ
と
は
直
ち
に
双
方
独
占
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

な
い
か
ら
、
こ
の
点
の
取
扱
い
に
は
い
ま
少
し
慎
重
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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以
上
の
視
点
か
ら
構
築
さ
れ
た
モ
デ
ル
に
よ
り
、
著
者
は
、
戦
後
の
銀

行
資
金
市
場
で
み
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
融
資
循
環
の
二
重
構
造
と
い
う
現
象
、

す
な
わ
ち
、
好
況
期
に
大
規
模
企
業
へ
の
貸
出
増
が
小
企
業
の
そ
れ
よ
り

相
対
的
に
増
加
し
、
不
況
期
に
逆
に
な
る
と
い
う
箆
象
を
理
論
的
に
説
明

し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
低
金
利
政
策
下
の
資
金
配
分
の
上
の
負
担
が
、

小
企
業
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
か
ら
融
資
循
環
の
二
重
構
造
現

象
を
理
論
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
、
極
め
て
斬
新
な
研
究
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
景
気
循
環
の
波
の
中
で
、
小
企
業

の
売
上
増
加
額
が
大
企
業
の
そ
れ
に
先
行
し
て
変
動
し
て
お
り
、
景
気
の

波
は
小
企
業
か
ら
大
企
業
に
波
及
し
て
い
く
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
の

反
映
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
融
資
循
環
の
二
重
構
造
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
よ
う

な
現
象
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
の
こ
の
第
九
章

に
お
け
る
分
析
は
、
極
め
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
理
論
的

な
ら
ぴ
に
事
実
的
に
立
入
っ
た
分
析
が
望
ま
れ
る
。

　
第
十
章
の
目
的
は
、
低
金
利
政
策
下
の
金
融
政
策
の
あ
り
方
を
整
合
的

な
仮
説
の
か
た
ち
で
要
約
し
、
い
ろ
い
ろ
の
問
趨
点
を
整
理
す
る
こ
と
に

あ
る
。
こ
こ
で
の
著
者
の
分
析
の
キ
ー
と
な
る
の
は
、
日
銀
信
用
は
コ
ー

ル
・
レ
ー
ト
の
増
加
関
数
で
あ
る
と
い
う
想
定
で
あ
る
。
こ
の
前
提
の
下

で
資
産
市
場
の
一
般
均
衡
分
析
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
窓
口
規
制
が
強

化
さ
れ
、
都
銀
の
貸
出
増
が
圧
縮
さ
れ
る
と
、
コ
ー
ル
市
場
で
超
過
需
要

が
滅
少
し
、
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
が
低
下
し
、
さ
き
の
日
銀
信
用
供
給
関
数

を
通
じ
て
日
銀
信
用
が
縮
少
し
、
金
融
の
引
締
が
実
現
さ
れ
る
と
主
張
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
第
九
章
の
分
析
で
の
取
扱
い
と
異
な
り
、
銀
行

は
プ
ラ
イ
ス
ニ
ア
イ
カ
ー
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
著
者
の
い
う
日
銀
信

用
供
給
関
数
は
、
金
体
と
し
て
の
経
済
活
動
水
準
、
公
定
歩
合
の
高
さ
に

対
す
る
市
場
機
構
で
の
反
応
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
一
種
の
誘
導
形

（
『
＆
目
O
＆
｛
O
旨
口
）
と
な
。
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に

っ
い
て
は
、
な
お
一
層
の
理
論
的
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
第
三
の
部
分
を
通
じ
、
戦
後
日
本
の
資
金
市
場

の
状
態
を
低
金
利
政
策
に
照
し
て
統
一
的
・
整
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
し

た
分
析
は
、
学
界
に
対
し
大
き
な
寄
与
を
な
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、

極
め
て
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一一一

　
本
論
文
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
近
代
的
発
展
過
程
に
関
し
て
発
表
さ
れ

た
極
め
て
多
数
の
研
究
成
果
を
細
犬
も
ら
さ
ず
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
研
究

成
果
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
日
本
経
済
の
発
展
の
事
実
的
過
程
に
つ

い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
そ

の
分
析
に
お
い
て
著
者
は
世
界
の
挙
界
で
展
開
さ
れ
て
い
る
金
融
理
諭
の

考
え
方
を
自
家
薬
寵
中
の
も
の
と
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
独
自
の
実
証
・

理
論
両
面
か
ら
の
新
し
い
考
え
方
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
い
く

つ
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
今
後
の
一
層
の
検
討
を
期
待
す
ぺ
き
部

分
も
あ
る
が
、
審
査
貝
一
同
は
、
面
接
試
験
の
緒
果
を
も
勘
案
し
、
著
者

の
研
究
が
日
本
に
お
け
る
金
融
論
の
展
開
に
璽
要
な
貢
献
を
な
す
も
の
で

あ
る
も
の
と
考
え
、
著
者
が
本
論
文
に
よ
り
、
一
橋
大
学
経
済
学
博
士
の

学
位
を
受
け
る
に
十
分
値
い
す
る
も
の
と
認
定
す
る
。

　
　
昭
和
五
十
八
年
十
月
十
四
日
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